
焼却炉の構造には、法律で定められた基準があります。

　　【廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第1条の７　（一般焼却物を焼却する焼却設備の構造）】

注意

○　この基準は焼却炉の大きさに関係なく適用されます。

○　基準を満たす焼却炉で、１時間当たりの焼却
   能力が５０ｋｇ以上、又は火床面積が0.5㎡以上
   の焼却炉は、ダイオキシン類対策特別措置法
   等により愛媛県への届出が必要です。

基準を満たさない焼却炉での焼却は
法律で禁止されています！

基準を満たさない焼却炉を使うと罰則があります
■ 違反者には、5年以下の懲役若しくは１０００万円以下の罰金又はその両方
■ 従業員が違反した場合は、法人にも３億円以下の罰金

■お問い合わせ■ 

本 庁 衛 生 課 衛    生    係

   西 部 支 所 環 境 課  生活環境係

煙突の先端以外から燃焼ガスが排出されないように焼却すること

煙突から焼却灰及び未燃物が飛
散しないように焼却すること煙突の先端から火炎または黒煙が

排出されないように焼却すること

燃焼ガスの温度を保つた
めの助燃装置が設けられ
ていること

（温度計）

（助燃バーナー等）

燃焼に必要な量の空気の通
風が行われること

（空気供給装置等）

外気と遮断された
状態で、定量ずつ
廃棄物を燃焼室へ
投入できること

空気取入口及び煙突の先
端以外に焼却炉内部と外
気とが接することのない構
造であること

（二重扉等）

燃焼室で発生
するガスの温度
が800℃以上の
状態で焼却でき
ること

燃料室の燃焼ガス温度を測定
する装置が設けられていること


